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第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: HIVの不均衡な分布の不均衡な分布の不均衡な分布の不均衡な分布 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: ゲイツとクリントンがゲイツとクリントンがゲイツとクリントンがゲイツとクリントンがIACにてにてにてにて 
ファンドと国内事業の増加を宣言ファンドと国内事業の増加を宣言ファンドと国内事業の増加を宣言ファンドと国内事業の増加を宣言 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: WHOががががARTガイドラインを改訂ガイドラインを改訂ガイドラインを改訂ガイドラインを改訂 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: 先進国における治療のベネフィット先進国における治療のベネフィット先進国における治療のベネフィット先進国における治療のベネフィット 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   200年年年年6: CDCがﾙｰﾁﾝのがﾙｰﾁﾝのがﾙｰﾁﾝのがﾙｰﾁﾝのOpt-out HIV検査を推奨検査を推奨検査を推奨検査を推奨 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: 最初の最初の最初の最初の2ｸﾗｽｸﾗｽｸﾗｽｸﾗｽSTR (Single Tablet Regimen) 
Atripla: 最初の究極の剤数軽減最初の究極の剤数軽減最初の究極の剤数軽減最初の究極の剤数軽減 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: 10番目の番目の番目の番目のPIダルナビル承認ダルナビル承認ダルナビル承認ダルナビル承認 
New Standard = high efficacy in treatment experienced patients 

Clotet Lancet 2007; 369:1169 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

T. Brown. Lipodystrophy meeting. Dublin 2005 
T. Brown, R. Qaqish: AIDS 2006; 20: 2165–2174  

   2006年年年年: 骨粗鬆症リスクの増加骨粗鬆症リスクの増加骨粗鬆症リスクの増加骨粗鬆症リスクの増加 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

  2006年年年年: microbial translocationによる免疫活性化による免疫活性化による免疫活性化による免疫活性化 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: ARVによる不完全な抑制の継続によるによる不完全な抑制の継続によるによる不完全な抑制の継続によるによる不完全な抑制の継続による 
耐性変異の蓄積耐性変異の蓄積耐性変異の蓄積耐性変異の蓄積 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: 治療中断により死亡及び治療中断により死亡及び治療中断により死亡及び治療中断により死亡及びAIDSを増加を増加を増加を増加 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2006年年年年: 免疫回復が病期進展を決定づける免疫回復が病期進展を決定づける免疫回復が病期進展を決定づける免疫回復が病期進展を決定づける 

CD4 Change from baseline: 
  ≥≥≥≥ 25 cells/ml 
 < 25 cells/ml 

Absolute CD4 Level on HAART: 
  ≥≥≥≥ 200 cells/ml 
 < 200 cells/ml 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2006   2007   2008   2009   2010   2011 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: 各国代表者各国代表者各国代表者各国代表者1,500人による人による人による人による 
実地での予防及び治療の討議実地での予防及び治療の討議実地での予防及び治療の討議実地での予防及び治療の討議 



   2007年年年年: 医療者主導のﾙｰﾁﾝ医療者主導のﾙｰﾁﾝ医療者主導のﾙｰﾁﾝ医療者主導のﾙｰﾁﾝHIV検査を国際的に推奨検査を国際的に推奨検査を国際的に推奨検査を国際的に推奨 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: 世界のﾘｰﾀﾞｰが誓約を世界のﾘｰﾀﾞｰが誓約を世界のﾘｰﾀﾞｰが誓約を世界のﾘｰﾀﾞｰが誓約を 
2010年までに年までに年までに年までに5百万人への百万人への百万人への百万人へのARV治療達成に修正治療達成に修正治療達成に修正治療達成に修正 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: 国際的膣内マイクロビサイド臨床試験が国際的膣内マイクロビサイド臨床試験が国際的膣内マイクロビサイド臨床試験が国際的膣内マイクロビサイド臨床試験が 
効果不十分で中止される効果不十分で中止される効果不十分で中止される効果不十分で中止される 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ毒性に伴うインスリン抵抗性ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ毒性に伴うインスリン抵抗性ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ毒性に伴うインスリン抵抗性ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ毒性に伴うインスリン抵抗性 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: AZT3年以上投与でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが増加年以上投与でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが増加年以上投与でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが増加年以上投与でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが増加 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: 特定の特定の特定の特定のNRTIでﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが悪化でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが悪化でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが悪化でﾘﾎﾟｱﾄﾛﾌｨｰが悪化 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: PREDICT 1 試験で試験で試験で試験でABCによる過敏反応とによる過敏反応とによる過敏反応とによる過敏反応と 
HLA-B*5701との関連が示されるとの関連が示されるとの関連が示されるとの関連が示される 

Mallal S et al.4th  IAS; 2007; Sydney. Abstract WESS101. 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: CD4 ≥≥≥≥350で治療を開始すればで治療を開始すればで治療を開始すればで治療を開始すれば7年で年で年で年でCD4 ≥≥≥≥800 

Gras JAIDS 2007 45:183-192 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: 4剤治療は剤治療は剤治療は剤治療は3剤治療を超えない剤治療を超えない剤治療を超えない剤治療を超えない 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

 

   2007年年年年: 最初の最初の最初の最初のCCR5阻害剤マラビロク阻害剤マラビロク阻害剤マラビロク阻害剤マラビロク 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2007年年年年: ｳｲﾙｽ抑制は有効なｳｲﾙｽ抑制は有効なｳｲﾙｽ抑制は有効なｳｲﾙｽ抑制は有効なARVの数と相関の数と相関の数と相関の数と相関 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

JAIDS 2007 Oct 1;46(2):125‐33. 

2007年年年年: 初のｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬ﾗﾙﾃｸﾞﾗﾋﾞﾙ初のｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬ﾗﾙﾃｸﾞﾗﾋﾞﾙ初のｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬ﾗﾙﾃｸﾞﾗﾋﾞﾙ初のｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬ﾗﾙﾃｸﾞﾗﾋﾞﾙ: 早いｳｲﾙｽ抑制早いｳｲﾙｽ抑制早いｳｲﾙｽ抑制早いｳｲﾙｽ抑制 

完全な抑制的ｻﾙﾍﾞｰｼﾞﾚｼﾞﾒﾝが再度可能に完全な抑制的ｻﾙﾍﾞｰｼﾞﾚｼﾞﾒﾝが再度可能に完全な抑制的ｻﾙﾍﾞｰｼﾞﾚｼﾞﾒﾝが再度可能に完全な抑制的ｻﾙﾍﾞｰｼﾞﾚｼﾞﾒﾝが再度可能に 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2006   2007   2008   2009   2010   2011 

Four drugs no better than three 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: 日本では日本では日本では日本ではHIV及び及び及び及びAIDSが増加し続けるが増加し続けるが増加し続けるが増加し続ける 



   2008年年年年: 世界的な世界的な世界的な世界的なART浸透浸透浸透浸透: 着実も目標値に至らず着実も目標値に至らず着実も目標値に至らず着実も目標値に至らず 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



   2008年年年年: IAC：：：：    ｺﾐｭﾆﾃｨの関与にフォーカスｺﾐｭﾆﾃｨの関与にフォーカスｺﾐｭﾆﾃｨの関与にフォーカスｺﾐｭﾆﾃｨの関与にフォーカス 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



   2008年年年年: 世界的な周産期感染予防の増加世界的な周産期感染予防の増加世界的な周産期感染予防の増加世界的な周産期感染予防の増加 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



   2008年年年年: 米国で米国で米国で米国でHIV感染が依然として増加：感染が依然として増加：感染が依然として増加：感染が依然として増加： 
年間年間年間年間54,000人の新規感染人の新規感染人の新規感染人の新規感染 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



National Committee for Quality Assurance    

Ambulatory Care Quality Alliance 

   2008年年年年: HIVケアクオリティ評価が認可ケアクオリティ評価が認可ケアクオリティ評価が認可ケアクオリティ評価が認可 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



1. Retention in care  two visits/year 
2. CD4 measurement  twice/year 
3. GC / CT screening  once/year 
4. Syphilis screening  once/year 
5. Injection drug use screening  once/year 
6. High‐risk sex screening  once/year 
7. Tuberculosis screening  once/year 
8. Hepatitis B screening  once ever 
9. Hepatitis C screening  once ever 
10. Influenza immunization  annually 
11. Pneumococcal immunization  once 
12. Hepatitis B vaccination  ordered 
13. Hepatitis B vaccination  completed 
14. PCP prophylaxis if CD4 <200 
15. ART prescribed  if appropriate 
16. Viral suppression  system level 
17. Viral suppression   provider level 

   2008年年年年: HIVケアクオリティ評価が認可ケアクオリティ評価が認可ケアクオリティ評価が認可ケアクオリティ評価が認可 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



   2008年年年年: 4番目の番目の番目の番目のNNRTI：：：：    エトラビリン：エトラビリン：エトラビリン：エトラビリン： 
DUET試験で高いｳｲﾙｽ抑制率試験で高いｳｲﾙｽ抑制率試験で高いｳｲﾙｽ抑制率試験で高いｳｲﾙｽ抑制率 

Katlama AIDS 2009; 23:2299 

第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ変異数が既治療患者の新ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞにﾍﾞｰｽﾗｲﾝ変異数が既治療患者の新ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞにﾍﾞｰｽﾗｲﾝ変異数が既治療患者の新ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞにﾍﾞｰｽﾗｲﾝ変異数が既治療患者の新ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞに 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

Letendre. (2008). Archives of Neurology, 65(1), 65‐70. 

   2008年年年年: CHARTERスコアがスコアがスコアがスコアがCNSウイルス量と相関ウイルス量と相関ウイルス量と相関ウイルス量と相関 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: HIVは腸管内ﾘﾝﾊﾟ組織に存在し続けるは腸管内ﾘﾝﾊﾟ組織に存在し続けるは腸管内ﾘﾝﾊﾟ組織に存在し続けるは腸管内ﾘﾝﾊﾟ組織に存在し続ける 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: HAARTでもｳｲﾙｽ血症が長期間持続でもｳｲﾙｽ血症が長期間持続でもｳｲﾙｽ血症が長期間持続でもｳｲﾙｽ血症が長期間持続 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: SMART: ART継続が継続が継続が継続がART中断より優れる中断より優れる中断より優れる中断より優れる 

Emery J Inf Dis 2008;197:1133‐1144; Gill CID 2010;50:98‐105 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: ｴﾘｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰの特徴の解明が進むｴﾘｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰの特徴の解明が進むｴﾘｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰの特徴の解明が進むｴﾘｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰの特徴の解明が進む 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2008年年年年: “機能的治癒機能的治癒機能的治癒機能的治癒”が認められたベルリン症例が認められたベルリン症例が認められたベルリン症例が認められたベルリン症例 

CROI 2008 Abstract 719 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2006   2007   2008   2009   2010   2011 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

  2009年年年年: 教皇がｺﾝﾄﾞｰﾑ使用に対して警告教皇がｺﾝﾄﾞｰﾑ使用に対して警告教皇がｺﾝﾄﾞｰﾑ使用に対して警告教皇がｺﾝﾄﾞｰﾑ使用に対して警告: 
WHOが教皇の発言をが教皇の発言をが教皇の発言をが教皇の発言を”危険危険危険危険“と非難と非難と非難と非難 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

  2009年年年年: インドが同性愛禁止を撤廃インドが同性愛禁止を撤廃インドが同性愛禁止を撤廃インドが同性愛禁止を撤廃 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

  2009年年年年: 米国がﾆｰﾄﾞﾙｴｸｽﾁｪﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの米国がﾆｰﾄﾞﾙｴｸｽﾁｪﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの米国がﾆｰﾄﾞﾙｴｸｽﾁｪﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの米国がﾆｰﾄﾞﾙｴｸｽﾁｪﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑへの

資金拠出を許可資金拠出を許可資金拠出を許可資金拠出を許可 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

US NIAID HIV Vaccine Trial Network 

  2009年年年年: HIVﾜｸﾁﾝ開発は依然として玉虫色ﾜｸﾁﾝ開発は依然として玉虫色ﾜｸﾁﾝ開発は依然として玉虫色ﾜｸﾁﾝ開発は依然として玉虫色 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2009年年年年: 急性日和見感染症発症中の早期急性日和見感染症発症中の早期急性日和見感染症発症中の早期急性日和見感染症発症中の早期ART開始は有益開始は有益開始は有益開始は有益 

Zolopa PLoS One 2009;4:e5575 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2009年年年年:残存ｳｲﾙｽ血症は現在の残存ｳｲﾙｽ血症は現在の残存ｳｲﾙｽ血症は現在の残存ｳｲﾙｽ血症は現在のARVでは縮小できずでは縮小できずでは縮小できずでは縮小できず 

PNAS June 9, 2009 vol. 106 no. 23 9403‐9408 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2009年年年年: CD4回復は回復は回復は回復はARV開始が早いほど良い開始が早いほど良い開始が早いほど良い開始が早いほど良い 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2009年年年年: CD4 >500でのでのでのでのART開始は生存率を上げる開始は生存率を上げる開始は生存率を上げる開始は生存率を上げる 

NA‐ACCORD, Kitahata NEJM 2009;360:1815‐1826 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2006   2007   2008   2009   2010   2011 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2010年年年年: 米国が米国が米国が米国が22年に及ぶ年に及ぶ年に及ぶ年に及ぶHIV陽性者の旅行禁止を解除陽性者の旅行禁止を解除陽性者の旅行禁止を解除陽性者の旅行禁止を解除 
韓国、中国及びナミビアが続く韓国、中国及びナミビアが続く韓国、中国及びナミビアが続く韓国、中国及びナミビアが続く 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2010年年年年: WHOｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝが米国ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに近づくｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝが米国ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに近づくｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝが米国ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに近づくｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝが米国ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに近づく 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2010年年年年: 治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、合併する因子にﾌｫｰｶｽ治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、合併する因子にﾌｫｰｶｽ治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、合併する因子にﾌｫｰｶｽ治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、合併する因子にﾌｫｰｶｽ 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2010年年年年: 予後延長に伴い非予後延長に伴い非予後延長に伴い非予後延長に伴い非AIDS悪性腫瘍が増加悪性腫瘍が増加悪性腫瘍が増加悪性腫瘍が増加 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2010年年年年: 結核症例での結核症例での結核症例での結核症例でのART早期開始で早期開始で早期開始で早期開始で  
予後延長及び予後延長及び予後延長及び予後延長及びIRIS増加増加増加増加 

CAMELIA Study: Blanc, 18th IAC 2010, Abstract THLBB106. 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2010年年年年: ﾘｿｰｽの限られた状況でもﾘｿｰｽの限られた状況でもﾘｿｰｽの限られた状況でもﾘｿｰｽの限られた状況でも 
治療開始早期化で予後延長治療開始早期化で予後延長治療開始早期化で予後延長治療開始早期化で予後延長 

Severe NEJM 2010 363:257‐265 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2010年年年年: 早期早期早期早期ART開始で耐性率低下開始で耐性率低下開始で耐性率低下開始で耐性率低下 

   (NRTI‐Exposed)            (NNRTI_Exposed)             (PI‐Exposed)  

                                      Uy, JAIDS 2009 51:450.  Lodwick ArchIntMed 2010;170:410 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2010年年年年: 高感度ﾄﾛﾌｧｲﾙ検査での高感度ﾄﾛﾌｧｲﾙ検査での高感度ﾄﾛﾌｧｲﾙ検査での高感度ﾄﾛﾌｧｲﾙ検査でのCCR5指向性は指向性は指向性は指向性は 
MVCの効果を予測の効果を予測の効果を予測の効果を予測 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2010年年年年: 第第第第4世代抗体世代抗体世代抗体世代抗体/抗原検査で抗原検査で抗原検査で抗原検査でHIV早期診断可能に早期診断可能に早期診断可能に早期診断可能に 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2010年年年年: ｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬強化療法でもｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬強化療法でもｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬強化療法でもｲﾝﾃｸﾞﾗｰｾﾞ阻害薬強化療法でもHIV排除不能排除不能排除不能排除不能 

                                      McMahon D, CID 2010, 50 (6): 912‐919  



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

iPrEX study shows TDF-FTC reduces HIV infection rate by 44% 

2010年年年年: PrEPででででMSMののののHIV感染が減少感染が減少感染が減少感染が減少 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2006   2007   2008   2009   2010   2011 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2011年年年年: cARTが異性間のが異性間のが異性間のが異性間のHIV感染を予防感染を予防感染を予防感染を予防 

          cART leads to 96% reduced risk of transmission to uninfected partners           



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

 

Thigpen MC, et al. IAS 2011. Abstract WELBC01. 
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TDF-2:  TDF-FTC reduces HIV infection rate by 78% on treatment  

2011年年年年: PrEPで異性間で異性間で異性間で異性間HIV伝播及び獲得を予防伝播及び獲得を予防伝播及び獲得を予防伝播及び獲得を予防 

HIV MEDICATIONS HIGHLY EFFECTIVE AS  
PROPHYLAXIS AGAINST HIV INFECTION 

 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2011年年年年: 骨密度への影響は骨密度への影響は骨密度への影響は骨密度への影響はARVによって異なるによって異なるによって異なるによって異なる 

McComsey, J Inf Dis 2011; 203:1791. 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

BMJ, November 2011, 343 

   2011年年年年: より高いより高いより高いより高いCD4でのでのでのでのHAART開始で開始で開始で開始で 
高齢者の予後も向上高齢者の予後も向上高齢者の予後も向上高齢者の予後も向上 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2011年年年年: わずかの耐性変異ｳｲﾙｽの存在がわずかの耐性変異ｳｲﾙｽの存在がわずかの耐性変異ｳｲﾙｽの存在がわずかの耐性変異ｳｲﾙｽの存在が 
初回治療失敗のリスクを増加初回治療失敗のリスクを増加初回治療失敗のリスクを増加初回治療失敗のリスクを増加 

Li, JAMA 2011; 305:1327. 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2011年年年年: NNRTIネビラピン徐放剤ネビラピン徐放剤ネビラピン徐放剤ネビラピン徐放剤 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2011年年年年: 5番目の番目の番目の番目のNNRTI: Rilpivirine選択的承認取得選択的承認取得選択的承認取得選択的承認取得 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

   2011年年年年: 2番目の番目の番目の番目の2クラス合剤クラス合剤クラス合剤クラス合剤: Complera 



第第第第2世代世代世代世代HAART時代時代時代時代: 2006-2011年年年年 
      

2006   2007   2008   2009   2010   2011 



AZT               ddI           d4T                 ABC        TDF     FTC 
                           ddC          3TC                      ddI-EC           Epzicom 
                                                       Combivir  Trizivir           Truvada                              
                         

                                            SQVhgc NFV   APV               ATV     TPV 
                                                 RTV  SQVsgc   LPVr         fAPV         DRV 
                                                  IDV 

                                                                                          T-20                  MVC 

            CD4 <500                                       CD4<200                               CD4 <500, opt. >500 
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                                                                                                            Atripla                Complera 
                                                    NVP    EFV                                                 ETV          RPV 
                                                          DLV                                                                      NVP-XR 

                                                                                                                 RAL 

 治療薬治療薬治療薬治療薬      AZT              連続的な連続的な連続的な連続的な       ……..3-剤剤剤剤HAARTの初期の初期の初期の初期……...            ｻﾙﾍﾞｰｼﾞｻﾙﾍﾞｰｼﾞｻﾙﾍﾞｰｼﾞｻﾙﾍﾞｰｼﾞHAART     
 なしなしなしなし       単剤治療単剤治療単剤治療単剤治療    NRTI単剤治療単剤治療単剤治療単剤治療          (NRTI       (ﾌﾞｰｽﾄﾌﾞｰｽﾄﾌﾞｰｽﾄﾌﾞｰｽﾄPI)                            高いｳｲﾙｽ抑制率高いｳｲﾙｽ抑制率高いｳｲﾙｽ抑制率高いｳｲﾙｽ抑制率 
                                     2-NRTI治療治療治療治療            順次使用順次使用順次使用順次使用)            

HIV治療パラダイムの進化治療パラダイムの進化治療パラダイムの進化治療パラダイムの進化    


